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遠い昔のことでした。西行という坊さんヵ、諸国をめぐってお りました。 和歌で名高い七久里の別所の

お湯を訪ねようと、ひのきのかさをかたむけて、 山田峠を越えました。春も終わりの峠では皇の童が集

って、わらびを扮えっておりました。

「子どもらよ、わらび(藁火)を採って手を焼くなり童が答えていいました。 i坊様こそひの木(火

の木)がさかぶって頭を焼くなりいい負かされて西行は、もと来た道へひき返しました。

峠の下の橋の名を、だれいうとなく「西行のもどり橋」とよぶようになったということです。

上回の伝説

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

市民と市長の 日
「市民と市長の日」を 4月 2日明)午前

9時から午後 4時まで、市役所 3階市
長室で行います。お気軽におでかけ〈
fごきし、。

農地問題相談日
農 地 問題で悩んでいる皆さん、 4月

2日明)午前 8時30分 か ら 午 後 5時まで、
市役所 2階農業委員会事務局で「農地

問題相談」を行います。 お気軽におで

ヵ、けく fごきし、。
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後期基本計画を策定

E歪孟Z翠蓮華草雪E

長期基本構想、実現に
本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
四
年
三
月
定

例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
議
日
谷
川
悦
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

報

公
私
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
を

広

賜
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま

一

で
ご
ざ
い
ま
す
。

一

議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

川
川
今
年
は
、
統
一

地
方
選
挙
の
年
に
あ
た

川
辺
司
時

山
一
肌
リ
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
最
終
の
議

川
…
明
会
と
な
る
わ
け
で
ζ

ざ
い
ま
す
。
過
去

州
制
四
年
間
、
議
会
前
動
を
通
じ
、
ま
た
、

一

そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
め
中
か
ら
上
田
市
政

一

発
展
の
た
め
に
日
夜
努
力
さ
れ
、

地
方

一

自
治
行
政
の
推
進
に
大
き
な
貢
献
を
な

ー一一

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
深
甚
な
る

十

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
を

河

代
表
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
次

世
叩
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
私
に
わ
た

一

リ
私
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
友
情
に
対

えつ号

核
都
市
と
し
て
、
そ
の
責
任
を
果
た
す

う
え
か
ら
も
、
さ
ら
に
は
国
や
県
が
新

く3月定例市議会開 く〉し
、
あ
ら
た
め
て
お
札
を
申
し
あ
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
新
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
、

諸
議
案
の
・
}
審
議
を
い
た
だ
く
に
あ
た

り
ま
し
て
、
地
政
の
一
端
を
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
提
出
案
件
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
は
、
上
田
市
制
施
行
六
十
周
年

に
あ
た
り
ま
す
。
大
正
八
年
五
月
、
三

万
余
の
人
口
か
ら
発
足
し
、
以
後
周
辺

九
か
町
村
を
併
合
し
、
幾
多
め
変
せ
ん

を
経
な
が
ら
伸
展
の
道
を
歩
み
、
十
一

万
都
市
と
し
て
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
想
う

に
つ
け
て
も
、
先
人
の
方
々
が
残
さ
れ

た
数
々
の
事
蹟
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て

そ
の
偉
業
を
た
た
え
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
現
代
に
生
き
る

私
た
ち
の
責
任
の
重
さ
を
し
み
じ
み
と

物
価
の
安
定
を
背
景
と
し
た
民
間
需
要

の
堅
調
化
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

耕

一

長

一

骨

一

F

-

石

一

る

一

べ

一

山

一

防

一

施

一一
マ
一
般
会
計

一
百
三
十
八
億
四
千
六
百
五
十
三
万
一

一
千
円
で
、
前
年
当
初
よ
り
二
十
三
億
五

感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま

す

。

一

千

百

六

十

七

万

一

千

円

増

え

、

前

年

度

さ
て
、
長
期
基
本
構
想
の
前
期
基
本
一
に
比
べ
て
二

0
・
五
%
伸
長
の
積
極
型

計
画
も
、
一
応
五
十
五
年
度
を
目
途
と

一
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

い
た
し
て
お
り
ま
す
め
て
、
五
十
六
年
一

マ
歳
入
の
主
な
も
の

度
以
降
の
後
期
基
本
計
画
を
本
年
度
中
一
市
税
五
十
一
億
七
千
六
百
二
十
三

に
策
定
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
一
万

一
千
円

(総
額
の
三
七
・
四
%
)
、

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
計
画
樹
立
に
一
国
庫
支
出
金
二
十
億
八
千
百
五
十
二

あ
た

っ
て
は
、
前
期
計
画
と
の
関
連
の

一
万
七
千
円

(同
一
五
%
)
、

地
方
交
付

う
え
に
、
そ
の
後
の
社
会
、
経
済
状
況

一一
税

二

十

億

円

(同
一
四
・
四
%
)

の
変
化
や
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
市
民
の
一
市
債
十
四
億
二
千
六
百
万
円

(同
一

皆
様
の
新
し
い
要
望
に
応
え
る
た
め
、
一

0
・
三
%
)
、
諸
収
入
十
一
億
一
千

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
市
民
と
市
長
め
対
一
六
百

一
万
三
千
円

(同
八

・
一
%
)
、

話
、
ま
た
、
市
民
各
層
の
代
表
者
に
お

一
県
支
出
金
十
億
五
百
二
十
六
万
九
千

願
い
し
て
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る
な
↑
円

(
同
七
・
三
%
)
と
な

っ
て
い
ま
す

ど
、
広
く
意
見
を
求
め
、
昭
和
六
十
年
一
が
、
市
税
は
、
税
収
面
で
大
き
な
伸
び

を
目
途
と
し
た
基
本
構
想
の
実
現
の
た
「
は
見
ら
れ
ず
、
厳
し
い
状
況
で
す
。
市

め
の
計
画
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
一

債
は
、
国
が
昨
年
に
引
き
続
き
、
地
方

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
上
田
市
が
、
上
一
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
建
設

小
広
域
圏
は
も
ち
ろ
ん
東
信
地
域
の
中

一
地
ん
債
の
増
発
と
地
方
単
独
事
業
の
円

主

な
議

138一
億、母
円ま
の 計

積
極
型

寸
日

年

度
1

1

1

」

「l
i

l

-

-

予
算

L

案

説

明

滑
な
推
進
を
図
る
地
方
債
を
さ
ら
に
充

実
し
た
な
ど
に
よ
リ
、
上
田
市
も
大
幅

な
増
を
見
込
む
な
ど
、
い
ず
れ
も
収
入

可
能
な
範
囲
を
見
込
ん
で
計
上
し
ま
し

たマ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

十
三
億
二
千
四
百
二
十
七
万
九
千
円

(総
額
の
九

・
六

%
)

市
制
六
十
周
年
記
念
事
業
費
。
県
知

事
、
県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
賛
。
自
治
会
事
務
委
託
料
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。

〈
民
生
費
〉

三
十
六
億
六
千
七
百
二
十
一
万
三
千

円
(
同
二
六

・
五
%
)

固
め
指
定
が
終
了
し
た
「
老
人
の
た

め
の
明
る
い
ま
ち
」

推
進
事
業
を
市
独

自
で
継
続
し
て
行
く
事
業
費
。
四
月
一

日
に
真
田
町
に
開
園
す
る
精
神
薄
弱
者

施
設
「
か
り
が
ね
園
」
へ
の
入
所
措
置

費
。
福
祉
住
宅
外
装
工
事
費
。
精
神
薄

弱
児
施
設
「
し
い
の
み
圏
」
移
転
新
築

工
事
費
。
母
子
寮
改
築
工
事
費
。
城
下

保
育
園
、
神
科
第
一
保
育
園
、
塩
田
北

保
育
園
の
増
改
築
工
事
費
。
同
和
対
策

事
業
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
衛
生
費
〉

六
億
四
千
九
百
四
十
六
万
五
千
円
(
同

四
・
七
%
)
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ま ま
し た
Tこ
) 公

友私
情に
にわ
対た

一

被

都

市

と

し

て

そ

の
責
任
を
果
た
す

号
う
え
か
ら
も
、
さ
ら
に
は
国
や
県
が
新

幻

し

く
打
ち
出
し
て
米
て
お
り
ま
す
回
国

n

，. 
第
都
市
構
想
、
定
住
圏
構
想
、
県
勢
発
展

一
の
た
め
の
新
し
い
県
計
画
等
々
を
踏
ま

一
え
、
こ
れ
ら
の
諸
計
画
の
受
ざ
ら
と
し

一
て
、
広
域
市
町
村
計
画
と
の
表
裏
一
体

一
の
計
画
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

抑
制
す
。

川
物

川

U
M叫

汗
卵

白
刊

3だ

前
期
基
本
計
画
の

主
要
施
策
を
実
施

住
み
よ
い

上

田

市

建

設

に

努

力

え

き
て
、
本
年
度
の
市
政
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
前
期
基
本
計
画

報
の
後
半
を
迎
え
、
実
施
計
画
に
基
づ
い

広
て
主
要
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い

一
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
基
本
構
想
に

一
う
た
っ
て
い
る
「
住
み
よ
い
上
田
市
の

一
建
設
」
を
、
そ
の
施
策
の
中
心
に
今
後

一
年
度
内
に
お
け
る
財
政
状
況
の
推
移
や

日
国
・
県
の
財
政
措
置
を
見
極
め
な
が
ら
、

肺
施
策
と
財
政
運
営
の
調
和
を
図

っ
て
ま

3

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

伴

ご

ゑ

知

の

よ

う

に

、

昭

和

五

十

三

年

F

、u和
度
の
我
が
固
め
経
済
は
、
物
価
の
安
定

何
が
続
く
中
で
、
石
油
危
機
以
来
は
じ
め

一
て
、
内
需
を
中
心
と
し
て
景
気
の
回
復

一
が
進
ん
だ
年
で
あ

っ
た
と
言
、
え
ま
す
。

剤
こ
れ
は
、
臨
時
異
例
の
財
政
措
置
と
し

一
て
行
わ
れ
た
公
共
投
資
の
大
幅
拡
大
や
、

つ

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
現
代
に
生
き
る

私
た
ち

の
責
任
の
重
さ
を
し
み
じ
み
と

物
価
の
安
定
を
背
景
と
し
た
民
間
需
要

の
堅
調
化
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
一
方
で
は
、
雇
用
の
安
定
、

対
外
均
衡
の
回
復
な
ど
、
立
ち
遅
れ
の

面
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
我
が
国
に

お
け
る
昭
和
五
十
四
年
度
の
経
済
運
営

に
あ
た
っ
て
は
、
景
気
の
着
実
な
回
復

を
図
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
安
定
な
ど

に
対
す
る
諸
施
策
が
要
求
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
国
の
積
極
的
な
政
策
運
営

を
通
じ
て
、
民
間
経
済
の
活
力
あ
る
展

開
を
可
能
な
ら
し
め
る
経
済
運
営
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
般
発
表
さ
れ
ま
し
た
昭
和
五
十
四

年
度
地
方
財
政
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、

地
方
財
源
不
足
四
兆
一
千
億
円
を
見
込

み
、
こ
れ
に
対
す
る
措
置
と
し
て
地
方

交
付
税
に
お
い
て
の
借
入
れ
と
建
設
地

方
債
増
発
を
も

っ
て
あ
て
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
引
き
続
い
て
起
債
に
依
存

す
る
財
政
運
営
と
な
る
見
込
み
で
あ
り

ま
す
。

経
費
節
減
と効

率
化
図
り

生
活
関
連
事
業
を
推
進

当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
に
あ

っ
て、

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
経

費
の
節
減
、
効
率
化
を
図
り
、
市
民
生

活
の
基
盤
と
な
る
生
活
関
連
事
業
を
推

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
上
田
市
か
、
上

小
広
域
圏
は
も
ち
ろ
ん
東
信
地
域
の
中

I也財ー
方源
債の
の不
増足
発に
と女す
I也短L
方す
単る i
1虫た来
事め i
業
の建 F
円設 ブ

進
し
な
が
ら
景
気
の
新
実
な
回
復
に
資
一
病
院
鮮
輪
番
制
導
入
負
担
金
。
麻
し

す
る
よ
う
、
財
源
事
情
の
許
す
範
囲
内
斗
ん
予
防
接
種
委
託
料
。
上
小
衛
生
施
設

で
、
で
き
る
だ
け
の
規
模
を
確
保
す
る

一
組
合
、
大
星
斎
場
組
合
、
上
田
市
・
真

こ
と
と
し
、
緊
要
な
施
策
に
つ
い
て
重
一
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
、
上
田
市

点
的
に
配
慮
を
い
た
し
た
次
第
で
あ
り

一
外
八
か
町
村
病
院
組
合
の
負
担
金
。
じ

ま
す
。

一
ん
か
い
、
危
険
物
収
集
処
理
民
問
委
託

一
費
。
家
庭
雑
排
水
浄
化
そ
う
設
置
補
助

塩

田

揚

水

事

業

に

着

工

一
金
。
水
質
測
定
器
購
入
費
な
ど
を
計
上

一
し
中
手
し
た
。

新

幹

線

上

田

駅

一

〈
農
林
水
産
業
費
〉

設

置

に

努

力

一

十
五
億
四
千
三
十
九
万
円
(
同

二

・

一

一
%
)

な
お
、
議
案
説
明
で
は
、
触
れ
て
お

一

水
田
利
用
再
編
対
策
費
。
地
域
農
政

り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
五
十
三
年
度
に
認
一
特
別
対
策
事
業
の
小
規
模
土
地
基
盤
整

可
の
あ
り
ま
し
た
塩
田
揚
水
事
業
も
、
一
備
、
共
同
利
用
機
械
施
設
導
入
補
助
金

い
よ
い
よ
今
年
度
は
、
着
工
の
年
を
む
一
林
業
構
造
改
善
事
業
の
林
道
開
設
な
ど

か
え
、
長
い
懸
案
事
項
の
第
一
歩
を
踏

一
各
種
事
業
補
助
金
。
同
和
地
区
農
業
撮

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
興
費
。
浦
里
北
部
、
塩
田
南
部
は
場
整

泉
田
農
免
道
路
も
五
十
四
年
度
中
に
は

一
備
補
助
金
。
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

完
成
し
、
供
用
開
始
が
で
き
る
こ
と
に

一
業
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

な
り
、
続
い
て
富
士
山
地
区
と
丸
子
町
一

〈
商
工
費
〉

を
結
ぶ
砂
原
農
免
道
路
の
建
設
に
と
り

一

十
三
億
二
千
五
百
九
十
一
万
同
(
同

か
か
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

一

九
・
六
%
)

北
陸
新
幹
線
の
上
田
駅
誘
致
に
つ
き

一

中
小
企
業
融
資
預
託
金
。
同
和
対
策

ま
し
て
は
、
運
輸
省
が
関
係
地
域
に
お
一
融
資
預
託
金
‘
勤
労
者
住
宅
資
金
、
福

け
る
環
境
影
響
評
価
の
指
針
を
示
し
、

一
祉
厚
生
資
金
融
資
預
託
金
。
商
工
会
議

本
格
的
調
査
が
秋
頃
ま
で
に
行
わ
れ
る
一
所
な
ど
商
工
団
体
補
助
金
。
県
経
営
者

予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
に
あ
た

一
能
率
協
会
委
託
料
。
上
小
勤
労
者
福
祉

つ
て
は
、
ル
ー
ト
、
駅
等
が
、
ほ
ほ
明
一
協
議
会
補
助
金
。
上
回
公
圏
内
児
童
遊

示
き
れ
る
予
想
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引

一
園
地
の
ア
ト
ム
ジ
ム
建
設
費
な
ど
を
計

き
続
き
市
議
会
、
期
成
同
盟
会
を
は
じ
一
上
し
ま
し
た
。

め
、
市
民
各
位
の
全
面
的
な
ご
支
援
ご

一
〈
土
木
貴
〉

協
力
を
い
た
だ
き
、
所
期
の
目
的
達
成
一
十
五
億
六
千
六
百
六
十
八
万
五
千
円

に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一

(
同
一
一
・
三
%
)

四 ，
六祖

七億生
% 四
) 千

九
百
四
十
ノ、
万
五
千
円

同

道
路
新
設
改
良
工
事
費
。
橋
り
ょ
う

新
設
改
良
工
事
費
。
河
川
改
修
工
事
費
。

交
通
安
全
施
設
工
事
費
。
上
田
市
自
然

運
動
公
閣
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ

ク
ス
、
遊
歩
道
設
置
工
事
費
。
同
公
薗

総
合
体
育
館
設
計
委
託
料
。
千
曲
川
市

民
緑
地
へ
の
児
童
広
場
建
設
工
事
費
。

市
営
住
宅
建
設
工
事
費
。
公
共
下
水
道

事
業
へ
の
繰
出
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し

〈
消
防
費
〉

四
億
三
千
百
二
十
七
万
四
千
円
(
同

三
・
一
%
)

三
十
五
メ
ー
ト
ル
級
は
し
ご
付
消
防

ポ
ン
プ
車
購
入
費
。
川
西
分
署
へ
の
救

急
自
動
車
購
入
費
。
上
小
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
特
別
会
計
負
担
金
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。

〈
教
育
費
〉

二
十
三
億
二
千
七
百
三
十
七
万
円
(
同

一
六
・
八
%
)

神
科
・
東
塩
田
・
中
塩
田
・
西
・
北

小
学
校
校
舎
改
築
工
事
費
。
小
、
中
学

校
営
繕
工
事
費
。
同
教
育
備
品
購
入
賞

山
浦
国
嗣
き
ん
の
ご
芳
志
を
生
か
し
た

国
分
寺
資
料
館
建
設
費
。
同
和
教
育
委

託
料
。
市
営
陸
上
競
技
場
改
修
費
。
塩

田
中
学
校
校
庭
夜
間
照
明
設
備
工
事
費

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

マ
特
別
・
企
業
会
計

四
十
八
億
一
千
九
百
六
十
一
万
七
千

円
で
、
前
年
当
初
に
比
較
し
て
、
五
億

六
千
七
百
八
十
万
六
千
円
、
二
ニ
・
四

%
の
伸
長
で
す
。
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中
小
企
業
育
成
に

倒
産
防
止
対
策

融
資
制
度
を
設
置

最
近
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
従
来

の
不
況
対
策
特
別
資
金
の
中
に
、
本
年

新
た
に
倒
産
防
止
対
策
融
資
制
度
を
新

設
し
、
不
況
時
に
お
け
る
関
連
倒
産
の

防
止
と
中
小
企
業
の
育
成
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
曲
川
左
岸
の
塩
田
、

川
西
地
域
の

道
路
、
用
途
、
公
園
等
の
総
合
的
な
都

市
計
画
に
つ
い
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
委
託
し
、
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す

F:;融Jq謀議;;事:調子伝子:

自
然
保
護
を
図
る
た
め
、
緑
化
を
促

進
し
て
豊
か
な
郷
土
を
築
づ
こ
う
と
、

四
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
「
国
土
緑
化

四
十
七
万
七
千
円
の
減
額
補
正
。
今
囲

内
最
終
補
正
で
、
五
十
三
年
度
一
般
会

え一】一第 787号 (京?52EA23)一一一広報

まちゃ山を緑でつつもう

緑化木を

無料頒布

が
、
こ
れ
を
基
本
に
し
て
、
地
域
や
県

と
協
議
し
な
が
ら
本
年
度
中
に
は
決
定

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。教

育
の
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
・

中
学
校
通
学
区
域
審
議
会
の
答
申
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
は
こ
の
四
月
か
ら
一

部
の
変
更
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
残
さ

れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
継
続
し

て
ご
審
議
を
賜
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
吹
ー

ま
た
、
青
少
年
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
部
の
機
構
を
充
実
し
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
健
全
育

成
に
努
力
し
て
ま
い
る
考
え
で
お
り
ま

す。
産
院
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

運
動
」
が
実
施
さ
れ
、
市
で
は
「
緑
の

祭
り
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
皆

さ
ん
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
緑
化
木
の
頒
布
会
と
緑
の
祭
り
〉

緑
化
木
の
苗
木
を
一
人
一
本
あ
て
、

先
着
順
に
一
千
五
百
本
無
料
で
頒
布
し

ま
す
。

と
こ
ろ

1
四
月
七
日
出
八
日
間
千
曲
川

市
民
運
動
公
園

(上
堀
地
籍
)

四
月
十
四
日
出
市
塩
田
支
所
駐
車

場
。四

月
十
五
日
岡
市
川
西
支
所
西
側

駐
車
場
。

四
月
十
六
日
開
上
野
が
丘
公
民
館

と

き

l
ど
の
会
場
も
午
前
九
時
と
午

後
一
時
か
ら
の
二
回
で
す
。

五
十
七
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

五
十
三
年
度
は
、
長
び
く
不
況
の
中

頃
大
変
ご
配
意
ご
協
力
を
願
つ
で
お
り
一

ま
す
が
、
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
一

い
ま
ま
で
東
大
病
院
の
関
連
産
院
と
し
一

て
医
師
の
派
遣
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
十
廃
棄
物
処
理
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

最
近
そ
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
ま
い
一
し
て
、
し
尿
く
み
取
り
料
を
四
円
引
き

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
信
大
病
院
と
一
上
げ
、
十
八
リ

ッ
ト
ル
当
り
八
十
円
に

の
関
連
で
、
医
師
の
派
遣
を
受
け
る
方
一
改
訂
す
る
「
上
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及

向
で
検
討
を
進
め
、
産
院
運
営
の
基
礎

一
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
。

を
固
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
一

ま

す

。

一

お

年

寄

り

へ

の

傷

病

見

舞

金

九

千

円

以
上
施
政
方
針
の
一
端
を
申
し
述
べ
一
を
一
万
円
に
引
き
上
げ
る
「
上
田
市
老

ま
し
た
。
各
提
出
案
件
を
よ
ろ
し
く
ご
一
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例
」
の
一
部
改
正
。

審
議
の
う
、
ぇ
、
適
切
な
る
ご
議
決
を
賜
一

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
今
ま
で
精
神
薄
弱
者
の
医
療
費
公
費

終
り
に
臨
み
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
一
負
担
は
、
最
重
度
の
皆
き
ん
に
限
ら
れ

ご
健
勝
を
切
に
願
い
あ
げ
ま
す
。
一
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
適
用
範
囲
を
拡

?6λv++δIO++++6入
V

一
大
し
て
、
精
神
薄
弱
者
の
皆
さ
ん
の
福

緑
の
祭
り
も
同
会
場
で
午
前
九
時
か
一
祉
の
増
進
を
図
る

「上
田
市
重
度
心
身

ら
午
後
五
時
ま
で
行
い
ま
す
の
で
お
で
一
障
害
者
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
」
の

か

け

く

だ

さ

い

。

一

一

部

改

正

。

内
容
は
、
林
業
機
械
展
示
。
緑
化
木
一

盆
栽
手
入
、
山
林
経
営
相
談
コ
ー
ナ
。

一
西
部
・
塩
尻
地
区
を
対
象
と
し
た
西

緑
化
木
、
盆
栽
、
特
産
品
、
工
具
な
ど
一
部
公
民
館
を
設
置
し
、
地
域
社
会
教
育

の

展

示

即

売

。

一

活

動

の

場

の

充

実

と

、

上

田

市

公

民

館

一
を
上
田
市
中
央
公
民
館
口
改
称
し
、
連

一
絡
調
整
館
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

一
公
民
館
事
業
を
図
る
「
上
田
市
公
民
館

一
条
例
」
の
一
部
改
正
。

一
働
く
多
く
の
青
少
年
に
余
暇
活
動
の

十
場
を
提
供
し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

一
め
、
対
象
年
齢
を
二
十
五
歳
か
ら
二
十

一
九
歳
に
引
き
上
げ
る
「
上
田
市
勤
労
青

一
少
年
ホ
ー
ム
条
例
」
の
一
部
改
正
。

条

例
ー
し

山
火
事
の

防
止
は
み
ん
な
で

山
火
事
の
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
例
年
、
山
火
事
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

山
に
入

っ
た
ら
、
タ
バ

コ
の
吸
い
が

ら
、
た
き
火
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て

み
ん
な
で
山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

か
ら
各
種
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た

が

、

大

き

く

起

存

し

な

け

れ

交
通
災
害
共
済
の
新
規
加
入
と
継
続

加
入
の
会
費
を
一
本
化
し
、
事
務
の
合

理
化
を
図
る
と
と
も
に
、
精
神
薄
弱
者

の
皆
き
ん
の
会
費
を
市
費
負
担
、
お
よ

び
、
会
員
死
亡
時
の
見
舞
金
六
十
万
円

を
七
十
万
円
に
引
き
上
げ
る
「
上
田
市

交
通
災
害
共
済
条
例
」
の
一
部
改
正
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
尊

重
し
て
、
市
長
以
下
三
役
、
市
議
会
議

員
の
報
酬
、
非
常
勤
特
別
職
の
委
員
、

お
よ
び
、
教
育
長
の
報
酬
を
三
役
の
改

訂
率
、
他
市
と
の
均
衡
を
考
慮
し
た
額

に
改
訂
す
る
「
上
田
市
議
会
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」

「特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
の
一
部
改
正
。

日
照
、
電
波
障
害
に
つ
い
て
、
建
築

基
準
法
の
一
部
改
正
、
な
ら
び
に
、
県

条
例
の
施
行
に
よ
り
、
日
影
規
制
の
基

準
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
放
送

電
波
障
害
は
、
有
線
テ
レ
ビ
の
普
及
、

お
よ
び
、
市
民
の
皆
さ
ん
相
互
の
話
し

合
い
の
中
で
解
決
さ
れ
て
い
る
現
状
か

ら
「
中
高
層
建
築
物
に
よ
る
日
照
障
害

放
送
電
波
障
害
等
の
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
廃
止
な
ど
二
十
二
件
を
提
案
し

ま
し
た
。

寸
|
日
年
度
1

1

1

1
」

「
1

最
終
補
正
予
算

L

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
補
助
起

f

な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
一
億
七
千
二
百



四
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
「
国
土
緑
化

後
一
時
か
ら
の
二
回
で
す
。
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四
十
七
万
七

T
円
の
減
額
補
正
今
同

の
最
終
補
正
で
、
五
十
三
年
度
一
般
会

計
の
予
算
規
模
は
、
百
四
十
四
億
九
千

五
十
七
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

五
十
三
年
度
は
、
長
び
く
不
況
の
中

で
、
景
気
の
着
実
な
回
復
を
図
る
立
場

る

r30・40歳代の体力が上昇カーブを示しているのに

豊かな心と健康な体

親子でつく
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親
は
足
を
伸
ば
し
て
す
わ
り
、
そ
の

上
に
子
供
が
足
を
伸
ば
し
、
向
か
い
合

っ
て
す
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
互
い

に
腕
を
伸
ば
し
両
手
を
握
り
、
そ
の
ま

ま
の
姿
勢
で
ど
ち
ら
か
が
オ

l
ル
を
こ

ぐ
よ
う
に
体
を
後
ろ
に
そ
ら
せ
、
交
互

に
繰
り
返
え
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
舟
の
オ

l
ル
を
こ
い
で
い

る
よ
う
な
か
つ
こ
う
に
な
り
ま
す
。

比べ、小・中学生の体力は、 46・47年ころから体位の

向上にもかかわらず、体力は停滞傾向を示している4

これは、昨年秋、文部省が発表した r52年度体力・

み
ん
な
で
山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

か
ら
各
種
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、

大
き
く
起
債
に
依
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
財
政
状
況
の
中
で
、
幸
い

運動能力調査結果」です。この調査は、小学4年生(10歳)

から大人(59歳)までを対象にしたものですが、小学生

の柔軟性と筋力の低下がうかがえます。

子供、特に幼児期は、体の発育め基礎を築く最も大

切な時期です。新学期をひかえて、子供たちに運動へ

の興味を持たせませんか、親子でできる体力づくりの

方法をご紹介します。親子そろって運動や体操を始め

ましょう。

子
供
に
腕
立
て
伏
せ
の
姿
勢
を
と
ら

せ
ま
す
。
そ
し
て
、
親
が
そ
の
子
供
の

両
足
を
持
ち
上
げ
て
「
ヨ
イ
シ
ョ
」
「
ヨ

イ
シ
ョ
」
と
進
ま
せ
ま
す
。

ヒ
ジ
か
ら
上
の
腕
を
き
た
、
え
ら
れ
る

ほ
か
、
関
節
を
や
わ
ら
か
に
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

少
年
ホ

l
ム
条
例
」
の
一
部
改
正
。

税
収
面
で
予
想
以
上
の
歳
入
確
保
が
望

め
、
市
民
の
皆
き
ん
の
要
望
に
お
応
、
え

で
き
る
施
策
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

お
父
き
ん
が
山
に
な
っ
て
、
子
供
が

登
山
す
る
と
い
う
ゲ

l
ム
で
す
。

お
父
き
ん
と
子
供
が
立
っ
て
両
手
を

親
が
仰
向
け
に
寝
て
両
足
を
あ
げ
、

足
の
上
に
子
供
の
お
な
か
を
当
て
て
静

な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
一
億
七
千
二
百

き
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
産
院
を

除
く
企
業
会
計
と
も
健
全
財
政
を
堅
持

で
き
る
見
通
し
で
す
。

つ
な
ぎ
、
子
供
が
お
父
さ
ん
の
ヒ
ザ
か

ら
お
な
か
、
胸
へ
と
登
っ
て
い
き
ま
す
。

肩
ま
で
登
り
つ
め
た
ら
登
頂
成
功
で
す
。

子
供
の
手
や
足
腰
が
き
た
え
ら
れ
、

お
父
き
ん
も
腹
筋
の
鍛
練
が
で
き
ま
す
。

。/
③ 

か
に
あ
げ
ま
す
。

初
め
は
親
子
が
手
を
つ
な
ぎ
合
っ
て

行
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
上
手
に
な
っ

た
ら
手
を
放
し
て
、
子
供
に
.
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
ら
せ
ま
す
。

親
が
足
を
屈
伸
し
な
が
ら
高
く
低
く

を
繰
り
返
し
ま
す
と
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚

の
養
成
に
一
段
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑫ 
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同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
同
和
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
豊

殿
の
矢
沢
同
和
地
区
へ
、
五
十
一
年
度

か
ら
総
事
業
費
二
億
一
千
七
百
四
十
七

万
七
千
円
を
費
や
し
て
、
宅
地
造
成
、

住
宅
建
設
、
道
路
・
緑
地
整
備
、
共
同

作
業
場
建
設
な
ど
を
進
め
て
き
た

「矢

沢
小
集
落
地
区
改
良
事
業
」
が
こ
の
ほ

ど
竣
工
(
し
ゅ
ん
こ
う
)。

住
み
よ
い

近
代
的
な
集
落
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
し

た。
矢
沢
同
和
地
区
は
、
約
四
十
戸
ほ
ど

の
集
落
で
す
が
、
住
宅
が
密
集
し
て
い

る
う
え
、
道
路
が
狭
い
こ
と
や
排
水
路

不
備
な
ど
の
ほ
か
、
住
宅
の
半
数
が
老

朽
化
し
て
い
る
な
ど
、
生
活
環
境
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
園
、
県
、
地
区
住
民
の

皆
き
ん
な
ど
の
こ
協
力
を
得
て
「
小
集

落
地
区
改
良
事
業
」
の
適
用
を
受
け
住

宅
の
団
地
化
を
図
り
、
老
朽
住
宅
を
取

り
こ
わ
し
、
市
営
住
宅
七
棟
十
四
戸
の

建
設
を
は
じ
め
、
同
和
地
区
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
を
併
用
し
て
個
人
住

宅
新
築
八
戸
の
ほ
か
、
二
十
二
戸
を
増

改
築
し
住
宅
の
改
良
竪
備
を
行
い
ま
し

た

ま
た
、
八
重
桜
、
と
ち
の
木
、
ど
う

7 87号一

大
切
に
使
お
う
灯
油

近代的な集落に生まれかわった矢沢の同和地区

だ
ん
つ
つ
じ
、
あ
じ
さ
い
な
ど
二
千
本

余
の
樹
木
を
植
、
え
る
約
一
千
二
百
平
方

灯
の
緑
地
。
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
ス
ベ
リ
ム
ロ
な
ど
を
備

え
た
三
百
平
方
日
の
子
供
の
遊
び
場
を

建
設
、
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
行
う

と
と
も
に
、
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
を

行
い
生
活
環
境
の
健
全
化
を
図
り
ま
し

た
。そ

の
ほ
か
、

業
の
準
備
な
ど
を
共
同
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
共
同
作
業
場
を
建
設
す
み
な
ど

同
地
区
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が

営
め
る
近
代
的
な
小
集
落
に
生
ま
れ
か

わ
り
ま
し
た
。

(
写
真
右
)
助
け
合
っ
て
農
作
業
の
準
備
を
し
た
り
、
集
会
も

で
き
る
共
同
作
業
場
。

(
写
真
右
下
)
ス
ベ
リ
台
、

っ
た
児
童
遊
園
地
。

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が
そ
ろ

(
写
真
下
)
日
当
り
の
良
い
斜
面
を
整
備
し
て
完
成
し
た
市
営

住
宅
。

で
、
当
然
、
灯
油
の
需
要
は
冬
場
に
集

中
し
て
き
ま
す
。

だ
か
ら
と
ハ
っ
て
、
冬
胡
こ
急
き
ょ

農
機
具
の
保
管
や
農
作

な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。
家
庭
の
灯
油

一
缶
(
か
ん
)
分
は
、
十
缶
分
の
原
油

か
ら
つ
く
ら
れ
る
E
と
ト
」
な
降
わ
す
で
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る
う
え
、
道
路
が
狭
い
こ
と
や
排
水
路

ま
た
、
八
重
桜
、
と
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の
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ど
う
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湯
設
備
の
大
型
化
な
ど
に
伴
い
、
上
小

地
方
の
灯
油
消
費
量
は
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
、
昨
年
と
比

べ
て
今
年
は

一

二
%
も
増
え
ま
し
た
。

(
写
真
下
)
日
当
り
の
良
い
斜
面
を
整
備
し
て
完
成
し
た
市
営

住
宅
。

で
、
当
然
、
灯
油
の
需
要
は
冬
場
に
集

中
し
て
き
ま
す
。

だ
か
ら
と
い

っ
て
、
冬
期
に
急
き
ょ

灯
油
だ
け
を
作
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

事
情
が
あ
る

の
で
す
。

灯
油
は
、
原
油
百
リ

ッ
ト
ル
か
ら
十

リ
ッ
ト
ル
程
度
と
約
一
O
%
し
か
取
れ

な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。
家
庭
の
灯
油

一
缶

(
か
ん

)
分
は
、
十
缶
分
の
原
油

か
ら
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
。灯

油
を
必
要
な
だ
け
確
保
す
る
に
は
、

そ
れ
だ
け
大
量
の
原
油
が
必
要
に
な
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

山
一

ν一

市
は
、
物
価
安
定
対
策
の

一
環
と
し

て、

昨
年
十

一
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で

冬
期
に
消
費
が
集
中
す
る
灯
油
の
安
定

供
給
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
暖
冬
異
変
と
円
高
な
ど
の

条
件
が
重
な
り
、
灯
油
価
格
が
安
定
し

消
費
者
に
は
、
し
の
ぎ
や
す
い
冬
で
し
灯
油
は
、
溶
剤
や
エ

ン
ジ

ン
の
燃
料

た
が
、
今
年
め
よ
う
に
価
格
の
安
定
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
保
温
用
な
ど
、
工

続
く
と
忘
れ
が
ち
に
な
る
の
が
灯
油
の
業
、
農
業
を
問
わ
ず
広
く
使
わ
れ
て
い

資
源
問
題
で
す
。

ま
す
が
、
家
庭
の
暖
房
用
が
全
体
の
七

最
近
の
温
風
暖
房
器
具
の
普
及
や
給
五
%
と
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
の

つ

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxv爪

xxxv久
夫
沫

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxv夙

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x

一

っ

し

紅

」

軒

玲

月

日

一

早

期

建

設

と

ト

m
設

置

④

ド

者

の

意

見

を

取

り

入

れ

て

作

一

境

影

響

評

価

調

査

費

と

し

て

五

十

億

一

F
A
F
i
‘

畠

h
r
L
'

成
す
る
、
影
響
評
価
報
告
書

へ
は

一

一

h
A
ぎ
唱

A

J

U

E

E

J

V

E

b

圃

一

票

、

一
般

会

計

か

ら

助

成

さ

れ

る

一

事

I

市

道

新

幹

線

整

備

五

線

建

設

の

全

体

計

一

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

•. 

ノ

ー

-

-

-

a

v

画
、
地
域
内
計
画
と
路
線
の
概
要

-

ま

た

、

建

設

用

地

買

収

費

な

ど

こ

を

組

み

込

み

ま

す

。

ト

あ

て

る

た

め

の

財

源

百

億

円

は

、

和

環

境

調

査

の

〈

地

域

の

現

状

は

握

〉

町
一
用
債
と
し
て
い
ま
す
。

こ

の

利

用

債

方

針

決

ま

る

①

、

社

会

環

境

で

は

、

土

地

利

用

、

3

発

行

は

、

本

格

的

な

よ

事

賛

助

成

お

人

口

、

交

通

、

学

校

、

病

院

、
文

昨

よ

ぴ

財

源

措

置

な

ど

が

決

定

さ

れ

る

化

財

な

ど

を

調

査

し

ま

す

。

刷

ま

で

保

留

と

な

り

ま

し

た

。

②
、
自
然
環
境
で
は
、
地
形
、
地
質

4

こ

の

予

算

措

置

に

よ

り

、

新

幹

線

動

植

物

、
景
観
な
ど
を
調
査
し
ま

一

建

設

工

事

費

確

保

の

足

が

か

り

が

で

す

。

一

き

ま

し

た

が

、

工

事

着

工

は

、

今

後

③

、

生

活

環

境

で

は

、

騒

音

、

振

動

的

の

予

算

措

置

を

待

っ
て

五

十

五

年

度

水

質

汚

濁

、
大
気
汚
染
、
地
盤
沈

一
に
持
ち
こ
ま
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

下
、
水
資
源
、
土
じ
よ
う
汚
染
、

え

貴
重
な
叩
%
の
暖
か
き

新
幹
線
建
設
に
よ

っ
て
周
辺

の
環

境
に
ど
ん
な
影
響
が
で
る
か
を
調
査

す
る
主
な
調
査
事
項
が
示
き
れ
ま
し

た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
対
象
〉

調
査
を
行
う
範
囲
は
、
工
事
の
実

市民運動月間

② 

むだをなくし物を生かす
施
お
よ
び
施
設
の
設
置
と
使
用
、
ま

た
、
列
車
の
走
行
な
ど
に
よ
り
著
し

い
影
響
を
受
け
る
と
予
想
さ
れ
る
周

辺
環
境
を
調
査
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

〈
実
施
の
方
法
〉

①
新
幹
線
建
設
対
象
地
域
の
現
状
を

は
握
し
ま
す
。

②
予
測
評
価
を
行
い

、
必
要
に
応
じ

た
環
境
保
全
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

③
影
響
評
価
報
告
書
案
を
作
成
し
て

関
係
者
に
公
表
、
意
見
を
聞
き
ま

らぜ>J('
ア

私
た
ち
が
冬
の
聞
に
使
う
灯
油
は
、

需
要
の
少
な
い
六
月
か
ら
十
月
の
聞
に

蓄
え
ら
れ
た

H

貴
重
な
一
O
%
。
な
の

で
す
。

各
家
庭
で
一
冬
に
一
缶
づ
っ
節
約
す

る
と
、
全
国
で
約
四
十
万
キ
ロ
リ

ッ
ト

ル
と
い
い
ま
す
か
ら
、
二
十
万
ト

ン
タ

ン
カ
ー
二
隻
分
相
当
が
浮
く
勘
定
に
な

り
ま
す
。

灯
油
の
需
要
期
は
過
ぎ
た
と
は
い
、人

イ
ラ

ン
情
勢
な
ど
に
よ
り
安
定
供
給
も

予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ

っ
と
し

た
工
夫
や
知
恵
が
、
日
本
全
体
で
は
膨

大
な
量
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

っ
て
実

を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
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お知らせ

:俳優の高橋秀樹さんが名古屋市で公演する、

:r真田太平記」の現地視察に上回を訪れ、ひょ

:っこリ石井市長(写真右)を表敬訪問、なこや

:かに歓談のひと日寺を過ごしました。

一
二
・
四
月
は
引
っ
越
し
の
季
節

え

転
出
転
入
届
を
忘
れ
ず
に

つ

三
月
、

四
月
は

一
年
の
う
ち
で
も
特

に
引
っ
越
し
の
多
い
時
期
で
す
。

転
勤
な
ど
で
上
田
市
か
ら
住
所
を
移

す
と
き
、
あ
る
い
は
、
大
学
に
入
学
し

た
り
、
就
職
な
ど
で
家
族
と
離
れ
て
他

市
町
村
の
下
宿
や
寮
に
住
む
場
合
は
、

市
役
所
か
各
支
所
へ
必
ず
転
出
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。

上
田
市

へ
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
人
は
、

転
入
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
市

役
所
か
各
支
所
へ
、
前
に
住
所
の
あ

っ

た
市
町
村
役
場
が
発
行
し
た
、
転
出
証

明
書
を
添
え
て
、
転
入
届
を
忘
れ
ず
に

だ
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
で
住
所
を
か
え
た
人
は
、

転
居
届
を
忘
れ
ず
に
だ
し
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
に
は
、
住
民
の
皆
き
ん
の
住

所
な
ど
を
記
載
し
た

H

住
民
基
本
台
帳
。

一第 787号 (れl品目品glo--一広報
~ 787号一

職
種
・
定
員

l
機
械
科
。
二
十
名

(
男

子
の
み
)

内
容
・
訓
練
期
間

l
旋
盤
、
ボ
ー
ル
盤

を
備
、
え
て
い
ま
す
。

こ
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
、

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
た
り
、
印
鑑
登

録
を
受
付
た
り
、
国
民
健
康
保
険
、
国

民
年
金
や
児
童
手
当
の
支
給
や
予
防
接

種
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
暮
し
に
密

着
し
た
事
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
住
民
基
本
台
帳
が
正
確

で
あ
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん

の
正
し
い
届
出
が
必
要
な
の
で
す
。

市
民
会
館
の

一
引
っ
越
し
の
時
は
一

…

早

目

に

一

…

手

続

き

を

…

転
勤
す
る
場
合
は
、
辞
令
が
出
て
か

ら
引
っ
越
し
ま
で
一
週
間
ぐ
ら
い
の
短

期
間
が
多
い
よ
う
で
す
。

何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
時
で
す
が
、
引

っ
越
し
の
事
務
手
続
き
は
早
目
に
す
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
は
二
、
三

目
前
に
連
絡
し
て
、
引

っ
越
し
の
当
日

検
針
と
集
金
に
来
て
も
ら
う
時
間
を
打

ち
合
わ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
新
聞
、

牛
乳
な
ど
の
支
払
い
も
早
目
に
連
絡
し

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

郵
便
局
に
は
転
居
通
知
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。
電
話
は
電
話
局
で
移
転
の
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

く
み
取
り
、
ご
み
集
め
な
ど
も
早
目

に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
お
世
話
に
な

っ
た
皆
き
ん
や

お
隣
、
近
所
へ
の
ご
あ
い
さ
つ
を
忘
れ

ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

四

月

日

十

日

固
定
資
産
税

台
帳
の
縦
覧

五
十
四
年
度
固
定
資
産
税
の
基
礎
と

な
る
評
価
額
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

次
に
よ
り
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
こ
覧
く
だ
さ

〈
縦
覧
で
き
る
台
帳
〉

土
地
課
税
台
帳
。
土
地
補
充
課
税
台

帳
。
家
屋
課
税
台
帳
。
家
屋
補
充
課
税

台
帳
。
償
却
資
産
課
税
台
帳
。

〈
縦
覧
期
間
と
時
間
〉

四
月
二
日
円
か
ら
同
二
十
一
日
出
の

問
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で

(
土
曜
日
は
午
前
十
二
時
ま
で
、

日
曜
は
休
み
ま
す
)

る
「
住
宅
資
金
貸
付
事
業
」

。
家
族
全

員
が
楽
し
め
る
パ
ス
旅
行
。
家
庭
医
薬

品
の
配
布
。
市
の
保
養
施
設

〈
縦
覧
の
場
所
・
お
問
合
せ
〉

市
役
所
一
階
資
産
税
課

(
宮
②
四
一

0
0内
線
二
三
六

・
二
三
七
有
線
②
O

六
八
一
)

〈
そ
の
他
〉

本
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印
鑑
、
代

理
人
の
場
合
は
代
理
選
任
届
か
委
任
状

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
評
価
額
の
決
定
〉

五
十
四
年
度
は
、
三
年
ご
と
に
行
わ

れ
る
固
定
資
産
税
め
基
準
年
度
で
す
。

こ
の
た
め
、
土
地
、

家
屋
の
評
価
替

え
が
行
わ
れ
、
新
し
い
評
価
額
が
決
定

し
ま
し
た
。

こ
の
評
価
額
は
、
土
地
で

は
地
目
変
換
、
家
屋
で
は
改
築
や
損
壊

な
ど
が
な
い
場
合
は
、
こ
れ
か
ら
三
年

間
価
格
が
据
置
か
れ
ま
す
の
で
、
評
価

額
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

入 O
会。
金内
子イ線
円 三
、0

会七
費 )

百 あ
円 る
を入
相手 L>. 
{'Jτ ヱエ

え属
。てと

〈
審
査
の
申
出
〉

各
台
帳
に

の
っ
た

こ
と
が
ら
に
不
服

の
あ
る
人
は
、
四
月
二
日
聞
か
ら
五
月

一
日

ωま
で
に
、
文
書
で
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
が
で
き

ま
す
。

こ
の
審
査
の
申
出
は
、
五
月
一
日
ま

で
に
限
ら
れ
、
そ
の
後
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
評
価
額
に
対
す
る
審
査

の
申
出
は
基
準
年
度
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
税
負
担
の
調
整
〉

新
し
い
評
価
額
に
も
と

づ
い
て
、
固

定
資
産
税
額
を
決
定
す
る
場
合
は
、
負

担
調
整
の
措
置
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
方
法
は
、
現
在
国
会
で
審
議

中
で
す
の
で
、
決
ま
り
次
第
広
報
う
え

だ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
同
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期
変
更
〉

今
ま
で
、
第
一
期
分
の
納
期
は
四
月

一
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
で
し
た
が
、

今
年
は
地
方
税
法
案
の
国
会
審
議
が
遅

れ
て
い
ま
す
の
で
、
第
一
期
分
の
納
期

は
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
に
変

更
す
る
予
定
で
す
。

機再
身 械出
に技発
つ術の
けをた
よめ
うに

対
象
者

l
離
職
し
た
り
、
転
職
を
考
え

て
い
る
人
。
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市
役
所
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
住

所
な
ど
を
記
載
し
た

H

住
民
基
本
台
帳
u

だ一一一(2115Alt初日) 第 787号一

職
種
・
定
員
u
H
機
械
科

f
の
み

)

内
容

・
訓
練
期
間

1
旋
盤
、
ボ
ー
ル
盤

の
正
し
い
操
作
、
指
什
栂
の
切
削
加
工

な
ど
を
三
か
月
問
。

受
講
料

・
教
科
書
代

1
無
料
で
す
。

訓
練
場
所

1
上
田
技
術
専
門
校
。

申
込
締
切

l
四
月
十
七
日

ωま
で
で
す
。

申
込
・

お
閉
会
せ

l
上
回
公
共
職
業
安

定
所

(
宮
②
六
三
六
一
二
)

そ
の
他

l
u
m用
保
険
令
の
受
給
資
格
者

は
、
作
純
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

入
校
説
明
会

l
四
月
二
十
日
幽
午
前
十

時
か
ら
、
上
回
公
共
職
業
安
定
所
で

行
い
ま
す
。

一一
l
b
h

(
男

で
あ
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
皆
き
ん

の
正
し
い
届
出
が
必
要
な
の
で
す
。

一
市
民
会
館
の

一

一
委
託
清
掃
人

一

資

格

l
通
年
勤
務
が
で
き
る
人
。
性

別
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

人

員

1
二
人
。

採
用
の
決
定

l
面
接
を
し
て
決
定
し
ま

す
。

申
込
期
間
H
H
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
直

接
市
民
会
館

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
閉
会
せ

l
上
田
市
民
会
館

(
宮

@
O

七
六
二

)

えi 

一
「
軒
者
互
助
会
」

の
み
な
さ
ん

ご
協
力
く
だ
さ
い

一ー(9)ー一一一ー昭和54年 3月16日 広報

み
ん
な
加
入
し
よ
う

市
は
、

小
規
模
企
業
に
働
く
皆
さ
ん

の
要
望
に
よ
り
「
上
田
市
勤
労
者
)
互
助

会
」
を
つ
く
り
、
働
く
人
の
福
祉
向
上

と
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
従
業

貝
定
荊
化
な
ど
企
業
発
展
に
役
立
て
て

い
た
だ
こ
う
と
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

会
貨
を
事
業
主
が
負
担
の
場
合

必
要
経
費
と
し
て
控
除

」
の
互
助
会
は
、
皆
さ
ん
か
ら
毎
月

二
百
円
の
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
会
費
は
、

一
O
%を
運
営
費

に
、
九

O
%を
会
員
相
互
の
助
け
合
い

事
業
と
し
て
、
会
員
死
亡
時
に
十
五
万

円
、
住
宅
全
焼
時
に
二
十
万
円
、
結
婚

に
一
万
五
千
円
な
ど
を
給
付
す
る

「
共

済
事
業
」
に
使
い
ま
す
。

会
費
を
企
業
主
が
負
担
す
る
場
合
は

必
要
経
費
と
し
て
全
額
控
除
で
き
ま
す
。

住生
宅活
建資
設金
資 50
金万
1000円
万
円
融
資

思
わ
ぬ
出
費
や
病
気
、
事
故
の
と
き

に
五
十
万
円
ま
で
お
貸
し
す
る
「
生
活

資
金
貸
付
事
業
」

。
市
内
に
住
宅
を
建

て
る
と
き
に
一
千
万
円
ま
で
お
貸
し
す

ま
で

(
土
曜
日
は
午
前
十
二
時
ま
で

日
曜
は
休
み
ま
す
)

る
「
ハ
山
定
資
金
貸
付
卒
業
」
。
家
族
全

員
か
楽
し
め
る
ハ
ス
旅
行
。
家
庭
医
薬

品
の
配
布
。
市
の
保
養
施
設
の
無
料
利

用
券
の
交
付
な
ど
会
員
の
皆
さ
ん
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

入
会
は
簡
単
で
す

事
業
所
ぐ
る
み
で
入
会
し
よ
う

入
会
す
る
場
合
は
、
同
会
事
務
局
(上

田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
宮
⑫
四
一

24T 
搬月ノ、
入主公 20 こー
はな日美

iEZ術
日語展

出
品
作
品
の
種
類

1
日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
。

出
品
点
数

l
各
部
門
と
も
一
人
二
点
ま

で
。

搬
入
・
搬
出

l
搬
入
は
四
月
十
九
日
同

午
後

O
時
三
十
分
か
ら
同
二
時
三
十

分
ま
で
。
搬
出
は
四
月
二
十
四
日

ω

午
後
五
時
か
ら
同
六
時
ま
で
。

出
品
料

1
一
千
五
百
円

(
た
だ
し
、
各

部
門
に
出
品
す
る
場
合
は
、
各
部
門

ご
と
に
一
千
五
百
円
)

出
品
要
領
H
H
絵
画
は
額
に
入
れ
、
針
金

を
つ
け
、
飾
れ
る
よ
う
に
し
て
出
品

し
て
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間

1
四
月
二
十
日
働
か
ら
同
二

額
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

0
0
内
線
三

O
七
)
に
あ
る
入
会
届
と

入
会
金
百
円
、
会
費
二
百
円
を
添
、えて

提
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
す
み
ま
す
。

皆
さ
ん
の
仲
間
を
誘
い
あ

っ
て
事
業

所
く
る
み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
入
学
す
る
子
供
さ
ん
が
い
る

会
員
に
就
学
祝
金
を
給
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
通
知
書
が
届
い
た
ら
早
自
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

l
離
職
し
た
り
、
転
職
を
考
え

て
い
る
人
。

一
乳
児

一
幼
児

健

康

診

査

四
月
の
乳
児
、
幼
児
健
康
診
査
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
(
た

だ
し
四

・
九
か
月
児
は
二
時
)
母
子
健

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児健康診査日程表

会場 上田市タ健ー康 市猛回母 f健
セン 機セン7-

地区 I孟回全lメ

対象児 51年 3月生
51年 3月生
51年 4月

4 月 19日

乳幼児健康診査日程表

会場 上 回 市健康セ ンター 市出悶 lttf +I1品1祉川セ西ン社タ 会
健'kセJ タ一 一

4か月児 9か月児 l畿6か月児 4・9か月 4・9か月

対

2民 53年12月

53年12月生 53年 7月生 52年10月生 53年12月生 54年 l月生

児 53年 7月 53年 7月

53年 8月

地{)(新市内11削 新
31i日内t

日市内
明 日 市 内

極回全区 川西全区

4月
48--L 

111日 24臼 25日 17日 5日
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下
表
め
日
程
に
よ
り
、
犬
の
登
録
と

春
季
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、
印

鑑
、
通
知
書
(
は
が
き
)
を
持
参
の
う

え
、
飼
犬
を
最
寄
り
の
会
場
へ
お
連
れ

く
だ
さ
い
。

料
金

l
一
一
頭
に
つ
き
登
録
料
金
二
千

円
、
注
射
料
金
一
千
百
五
十
円
で
す
。

(
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
)

こ
の
期
間
中
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

人
は
、
五
月
十
日
嗣
か
ら
同
二
十
日
田

犬の登録と

予防注射

必ず受けよう

えつ一第 787号 (肘沼紛斜)一一一広報

ま
で
の
あ
い
だ
に
随
時
個
別
訪
問
し
て

注
射
を
行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
訪
問

料
と
し
て
一
頭
に
つ
き
一
千
五
百
円
、

二
頭
目
か
ら
五
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

獣
医
宅
に
連
れ
て
い

っ
て
も
手
数
料

と
し
て
一
頭
に
つ
き
五
百
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

犬
が
死
ん
だ
時
、
ま
た
は
移
転
し
た

場
合
は
公
害
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
九
四
・

二
九

五
有
線
②
O
六
七
二

犬の登録と春季予防注射日程表

第 次 9.00-9.30 JII 辺 町 ft 三 自官

月日 地区 時 間 場 所 域川辺下地区 9.50-10.20 御 所 ~ ぷZ当云、 堂

9，00-9，40 踏 入 ~ dZL ミ 主ふ主訟ι. 10.40-11.30 三好町公会堂
東部地区

10.00-11.00 片吊~ 回 ft 三 自官 4月13日幽 9.00-9.20 上紺屋町公会堂
4月 4日附

北西部立口E地区9.00-9.30 明 照 会 9.40-10.10 新 屋 ~三h 自官
北部地区

9.50-11.00 新 田 区 民 会館 10.30 -II .00 常 磐 町 iヱhス、 自官

9.00-9.30 西 脇 ft エ 自官 9.00-9.30 神 畑 :;:、d、 ft ェ 堂
西部地区

泉川辺田地区9.50-11.00 新 屋 ぷヱ当エ、 自官 9.50-10.10 上半過公会堂
4月 5日嗣

域川辺下地区
9.00-9.20 報 恩 寮 前 4月16日間 10.30-1l.10 下之条 公会堂

9.50-11.00 諏訪形公会堂 9.00-9.30 消防東北分署
神科地区

9.00-9.30 下 塩 尻 公 会堂 9.50-1l.00 金 井 ~‘ tZ込ス A主U主. 

塩尻地区
9.50-10.30 上塩尻公会堂 9.10-9.40 殿城郵便局前

4月 6日幽
10. 50 -11 . 20 秋和 ~ 会 堂 愛殿地区 10.00-10.30 農 協豊 里支 所

域川下辺I也区
9.00-10.00 川辺町 会館 10.40-11.10 町 吉田公会堂

4月17日(刈
10.20-11.20 中之条公会堂 9.00-9.20 農 協神 川支 所

且神民主1科慨Iil!-地区
9.10-9.40 市豊殿支所 神神科川地区 9.40-10.20 下青木公会堂

10.00-11.20 上野が丘公民館 10.40-1l.10 岩 F可 ~ ft 三 堂
4月9日(月)

川泉西田地区
9.10-9.50 小 泉 区 民 会館 9.10-10.00 中 組 ム~、 ft 三 主""ι. 

塩田地区
10.10-11. 20 泉 回 ~ 民 自官 10.20-11.00 下之郷公会堂

9.10-9.40 東海田老人集会 場 4月18日附 9.00-9'30 合同庁舎裏庭
塩団地区

神神東部科地区10.00-1l.20 市 塩 回 支 所 9.50-10.20 染 屋 /ふ、，、 4zh z 堂
4月10日(刈 JII 

9.00-9.50 農協 神川 支所 10.40-11.10 国分寺史跡公園事務所

神川地区
10.10-11.00 大 屋 ~ 会 堂 9.10-9.40 舞 回 ムr...‘ ぷz込x 堂

9.10-10.00 西 塩 田 授 産所 塩団地区 9.50-10.20 保 野 ~ 会 堂

塩田地区
10.20-11.00 相 染 閣 10.40-11.20 市 塩 田 支 所

4月l印 刷 | 4月19日嗣
9.10-10.20 市 JII 西 支 所 9.10-9.40 上室賀基幹センター

川西地区
下室賀生活センター10.40-1l.10 農 協 泉 田 支所 川西地区 9.50-10.20 

第 次 10.40-11.20 市 JII 西 支 所一
9.00-9.30 常 回 dZb三h 館 9.10-9.30 相 染 間

|南束郡部地区 9.50-10.20 南天神町公会堂 9.50-10.00 野 倉 :;:、‘、 ft ~ 邑
4月20日幽 猛田地区

10. 40-1l. 20 市役所(別機車庫前) 10.20-10.50 西塩田授産所

4月12日附
会 館9.00-9.30 上川原柳町公会堂 11.10-11.40 西 塩 回

北部地区 9.40-10.00 明 照 会
4月22日(臼) 全 市 9.00-11.00 合同庁舎裏庭

10.20-11.10 新回区民会館
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